	Workshop　3　(C会場)
英語ノートを活用したIntake
~体を使って楽しむアクティビティ ~
                                                           チーム教職大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田、河島、造田）


新学習指導要領の中では、子供達が体験的に英語を楽しみ、コミュニケーション能力の素地を作る事が外国語活動に求められています。また、Intakeは、「目標に対して少しずつ繰り返しながら難易度を高めていくこと」が重要です。そこで、今回は英語ノートⅠ（Ｌｅｓｓｏｎ　５）の言語材料「What do you want ? 」を用いて児童の発話を繰り返し練習できるアクティビティを２つ提案したいと思います。
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１．カードでＢＩＮＧＯ！ゲーム
準備：リズムボックス、カード（一人３枚）
①　児童はペアになり、リズムボックスのリズムに合わせて、「What do you want?」と言います。
②　教師が「I want ～」と言い、自分のカードに～に当てはまるものがあれば印を付けます。
·  BINGOになった児童は教師に申告し、早く終わった場合今度は順番に教師役になって「What do you want?」を言います。
２．買い物リレーゲーム
準備：料理とその具材のカード（１料理に５つの具材）、買い物かごの絵がついたカード入れ（これがバトンの代わりになります）
人数：５人１チーム（今回は３０人として６チームだと想定しています）
言語材料：「What do you want?」「 I want to ～．」
①　縦に一列の机の列を作り、各机に色々な具材のカードを三枚ずつ置きます。児童　
　　はそれぞれの机の横に１人ずつ並びます。
②　一番最初の生徒（Ｓ１）はスタート時に料理カードを一枚引き、何を作るかがわかったら次の児童（Ｓ２）の所までいく。そこで、
　Ｓ２：What do you want?
　Ｓ１：I want to ～（自分の料理に必要な具材を選んで言う。）
　Ｓ２：Here you are!
  Ｓ１：Thank you !! Now, It’s your turn！（Ｓ２にカード入れを渡す。Ｓ２は次の子の所へ）
というやりとりを行い、これを繰り返して具材を集めていきます。
③　料理が完成したら最後にカード入れを渡された児童がまた料理カードを引き、同じように具材を集めてカード入れを渡します。
活動資料
①　カードでBINGOゲームのカード紹介
以下にいくつか例を示しますが、すべて英語ノートの中にある絵を使ったものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英語ノート１　P36-37 参照）
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②　買い物リレーゲームの配置
	


※教室が狭い場合、机は置かず児童にカードを持たせても良いと思います。
本単元における指導の留意点








①　高学年を指導の対象とするため、子供達がアクティビティに熱中できるような楽しく、競争心を掻き立てるような活動にする。


②　Outputへのつながりを考え、子供達が題材をしっかり定着できるよう言語材料の発話量をできる限り増やせるよう努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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スタート　地点　＆　料理カードをとる場所（戻ってきた時）








